
- △273.6

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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後期基本計画 令和元年度 基本施策方針評価書

０５ 学びにより充実した人生を送ることができるまち
０５ 学びの環境の充実と文化芸術の継承

文化振興課長  佐々木　澄子

１．基本施策の令和元年度までの実現状況を明らかにする

　湖山図書館や埋蔵文化財センターなど学びの場としての文化施設の環境を整えるとともに、伝統文化や芸術を次世代へ継

承します。また、郷土に愛着を持ち郷土理解を深め地域活動に活かす環境を構築することにより、一人一人が幸福感を得ら

れる環境づくりの確立を目指します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮 滝沢市芸術祭・郷土芸能まつりの入場者数

1 ら 2,630 2,630 2,630 2,630 2,630 Ａ
人以上 3,062

し 4,244 - - - - △273.6

幸 趣味や特技を披露できる機会が地域にある人の割合

2 18 20 22 25 25 Ｃ
％ 18.4

福 19.4 - - - - 15.2

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

05050100 学べる・活かせる環境づくり
暮

趣味の教室や講座に参加するなど、自ら学ぶ機会を持っている人の割合
1 ら

27 28 29 31 31 Ｂ
し ％ 29.2

30.3 - - - - 61.1

05050200 文化芸術の振興
暮

滝沢市芸術祭・郷土芸能まつりの入場者数
2 ら

2,630 2,630 2,630 2,630 2,630 Ａ
し 人以上 3,062

4,244 - - -



り

移動図書館車による図

組

書館遠隔地へのサービ

み

ス維持。図書ボランテ

と

ィアの育成。

・文化芸

方

術振興において、発表

針

の場となる芸術祭や郷

に

土芸能まつりの継続と

つ

関係団体への支援。

・

い

郷土理解推進事業の継

て

続と、文化財である指

の

定文化財等の管理を進

達

めます。

成（実現）状況

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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後期基本計画 令和元年度 基本施策方針評価書

０５ 学びにより充実した人生を送ることができるまち
０５ 学びの環境の充実と文化芸術の継承

文化振興課長  佐々木　澄子

２．基本施策の実現に向けての令和元年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

・「学びの環境の充実と文化芸術継承の確立」の実現に向け、「学びの環境整備」の取り組みを行いました。

・「文化芸術活動の基盤強化」については、芸術文化協会の事務局体制を支援し、芸術祭を共催で開催しました。

・「学びプ

政

ランたきざわ」の実現

 

に向けて文化振興の施

 

策を展開しました。

(

 

２) 基本施策内の取

 

り組みと方針のうち、

策

令和元年度の重点課題

:

の達成（実現）状況
Ｂ

基

概ね達成した

【重点課

本

題】

・利用しやすい図

施

書館の利用促進を図り

策

、複合交流施設との情

:

報共有や事業連携によ

主

る一人一人が学べる環

管

境の充実

・芸術祭実行

課

委員会組織化などの検

長

討の実施や、指定文化

職

財の掘り起こしや保護

・

、埋蔵文化財・民俗資

氏

料などの活用と学習

機

名

会の提供

【重点課題に

関

対応した達成状況】

・

係

幅広い蔵書の充実や市

課

民の調べ学習の支援、

長

複合交流施設との連携

職

を図り、施設を利用し

・

たイベントを実施など

氏

の取り組

３．基本施策

名

の実現に向けての令和

(

元年度実施後での変化

１

を認識する

Ｂ 社会環境

)

変化あり

・芸術文化協

 

会の新規会員の伸び悩

基

み

・スマートフォンの

本

普及による、主に若者

施

の読書離れ

Ａ 必要なし

策

政策達成のため、引き

目

続き同一内容の基本施

標

策の実施が必須である

の

ため、見直しの必要は

達

ありません。

(１) 

成

令和 3年度方針策定

（

に際し、今後の方向性

実

や引継課題
Ｂ 課題あり

現

【今後の方向性】

・引

）

き続き、利用しやすい

に

図書館利用の促進と、

向

一人一人が学べる環境

け

の充実に向け、利用者

た

のニーズを捉えた蔵書

計

の充実

と市民の学習支

画

援に関する取り組みを

期

進めます。

・郷土芸能

間

伝承活動や文化芸術振

内

興を引き続き支援しま

の

す。

【引継課題】

・図

取

書館利用者数の向上や



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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後期基本計画 令和元年度 基本施策方針評価書

０５ 学びにより充実した人生を送ることができるまち
０５ 学びの環境の充実と文化芸術の継承

文化振興課長  佐々木　澄子

05050100  学べる・活かせる環境づくり
1

35,944 33,802 △6.0

05050200  文化芸術の振興
2

14,971 14,031 △6.3

05059000  【5-5 基本施策目標値入力用】
2

0 0 0.0


